
 

科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 ２年 後期 

授業科目 周手術期看護学 

選択／必修 必修 単位数（時間数） １単位 １５時間 授業形態 講義 

担当教員 山﨑 加代子 ・ 池原 弘展 ・ 高山 裕喜枝 

メールアドレス 
k-yamazaki@tsuruga-nu.ac.jp（山崎） 

h-ikehara@tsuruga-nu.ac.jp(池原) 
オフィスアワー 

事前にメール連絡す

ること 

 

授業目的 

周手術期にある人の身体的・心理的・社会的特徴とそれらに応じた看護の必要性

が理解できる。 

手術侵襲による生体反応が理解できる。 

全身の機能とアセスメント、術後合併症と予防的ケアが理解できる。 

手術療法の病態に応じた術式の特殊性と看護が理解できる。 

手術療法が及ぼす身体や精神面への影響と意思決定支援の重要性を理解できる。 

授業概要 

外科的治療が必要な患者及び家族の周手術期（術前～術後）看護について、成

人期にある事例を用いて基礎的知識を中心に授業を展開する。 

手術侵襲が生体に及ぼす影響、術後合併症予防、家族看護について学ぶ。 

授業内容 

第１回：近年の外科的治療の動向 

手術治療とは、手術侵襲と生体反応、術後合併症 

第２回：術前の看護  

（手術と検査、全身機能のアセスメント、術後合併症の予防的ケア） 

急性期医療とインフォームドコンセント、意思決定支援 

（患者が主体的に参加するために）                                  

第３回：手術中の看護（手術と麻酔、術中の安全管理と看護、術前術後訪問） 

手術直後の看護（手術直後に予測される問題と観察・ケア）  

第４回：術後の看護 

創傷治癒 術後創感染対策 

第５回：臓器移植（歴史的変遷と課題）     

第６回：臓器移植と看護  

第７回：術式の特殊性に応じた看護（術式による特徴）  

第 8回：術式の特殊性に応じた看護（形態機能の変化と生活） 

 

1～2回：山崎 3～4回：池原 5～6回：高山  7～8回：山崎 

教科書 

参考書等 

教科書：系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 医学書院 

成人看護学 急性期看護Ⅰ 概論・周手術期看護 南江堂 

参考書：系統看護学講座 別巻 臨床外科看護各論 医学書院 

薄井坦子：ナースが視る病気、講談社 



 

成績評価 

基準・方法 
レポート（40％） 筆記試験（60％） 

履修要件 成人看護学概論を履修していること。 

留意事項 

その他 

本科目を履修していないと周手術期看護学演習は履修できません。 

本科目を修得していないと周手術期看護学実習は履修できません。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての急性期にある患者の臨床経験を活かして、手術を受ける患者に対

する看護の基本的な知識や方法について講義および演習を行う。 

 


